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エアー・ジェット衝突により⾒出だされる現象 
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固体弾が粉体層に衝突した際に形成されるクレーター形状過程は，これまで⻑く研究

されて⼀定の理解が進みつつある．しかし，柔らかく変形する衝突体が粉体層へ衝突し
た際のクレーター形成過程等については，これまで⼗分に研究が進んでいない部分があ
る．本研究では，そのような柔らかな衝突体の具体例として，エアー・ジェットに注⽬
し，エアー・ジェットが粉体層に衝突した際に形成されるクレーター形状を特徴づける
ことを⽬指した．このエアー・ジェットの粉体層への衝突は，探査機の固体天体表⾯へ
の着陸時にもみられるプロセスであり，今後，素過程理解を深めることが，惑星探査な
どの技術開発においても重要となると考えられている．このような背景から，エアー・
ジェットと粉体層（レゴリス層）の相互作⽤は PSI（Plume Surface Interaction）問題と
して近年注⽬を浴びはじめている[1]． 

エアー・ジェットの粉体層への衝突によるクレーター形状の研究は，これまでも多く
の研究者により取り組まれてきたが（例えば，[2]），クレーター形状の分類や，サイズ
の時間発展，衝突速度による形状の部分的スケーリングなどの試みにとどまっている．
未だに広いパラメータ範囲をカバーする系統的実験によるスケーリングは確⽴されて
いない．そこで本研究では，パラメータを系統的に変化させて実験を⾏った．得られた
データよりクレーター形状を特徴づけるスケーリングを⾒出すことを⽬標とした． 
 実験では，コンプレッサーにより圧縮した空気を，直径𝑑!のノズル先端から速度𝑣!で，
平均粒径が𝑑"粉体層に衝突させた（粉体層表⾯からノズル先端までの距離をℎ!とした）．
これらのパラメータを系統的に変化させ，形成されるクレーターの直径𝐷#と深さ𝐻#を
ハーフスペース実験により計測した．得られた結果から，形成されたクレーター形状を
特徴づける量としてアスペクト⽐𝑅# = 𝐷# 𝐻#⁄ を導⼊し，これを上記のパラメータ群で
スケールすることを試み，クロスオーバを⽰すスケーリング関係の導出に成功した（実
験条件の詳細やパラメータの変化範囲，具体的なクレーター形状などの詳細については
[3]を参照）． 
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